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１．本年度の研究成果 

バーチャルスライド(VS)は、病理組織標本全体をデジタル化することによって、イン

ターネットを介し遠隔地のパソコンで画面選択操作しながら観察可能とする技術であ

り、診断の支援を通じてがんの病理診断の均てん化に資するものと期待されている。 
本年度は下記の研究を行った。 
１）簡便なコンサルテーションシステムの検討 
診断困難例に対し、VS を利用して複数の専門家に同時にコンサルテーションを依頼

することのできるシステムを作成している。標本を VS でスキャンしてサーバーに保存

し、ID、パスワードを添付したメールで診断の依頼を行う。依頼された病理医はサー

バーにアクセスして画像を観察し、その結果をメールで返すというシステムで、簡便で

安全性も高く、複数の専門家（病理医）に光ファイバーを介して同時にコンサルテーシ

ョンができる。これにより時間的、物理的に能率の短縮化を図ることができる。 
２）地域内における教育的画像共有の簡便システム運用の検討 
北海道地域をモデルとし、既存の地域学術活動やコンサルテーション等の活用に絞っ

て VS 導入を図っている。4 回分 20 症例 23 枚のスライドを交見会前にバーチャルスラ

イド化し、プログラムにバーチャルスライドの URL を掲載し、有効活用できた。サー

バーの再構築や、過去症例の VS 画像アーカイブ化など、アンケート等によって利用者

である日本病理学会北海道支部会員の具体的な意見を集約しながら、さらに利便性を高

めるための検討と準備をすすめている。 
３）国立がんセンターがん対策情報センターを介する拠点病院と専門家によるコンサ

ルテーション運用のさらなる効率化 
国立がんセンターでは、診断難解例の多い病理診断コンサルテーションを、従来のガ

ラス標本だけでなく、VS のみ或いは VS と標本併用により受け、実施可能性を検討し

ている。これまでに VS のみは 2 例、VS と標本併用による診断意見作成症例数は 3 例

であった。VS のみや、VS・標本併用症例により登録された症例の診断意見作成もこれ

までのところ円滑に行なわれ、症例によっては充分に実施可能との感触を得ている。 
４）VS を用いた病理補助診断法の集約化と精度管理体制の構築、 
がんの病理診断には必須となっている免疫染色や ISH 等の病理補助診断法の施設間

差を解消するため、染色作業を地域内の拠点施設に集約化し、染色標本を VS で各地域

医療機関の病理医が観察するというモデルが考えられる。この VS を利用したモデルの

実施可能性を明らかにすることを目標として研究を行っている。本年度は、VS 観察と

顕微鏡観察との再現性を検討するために乳癌症例の手術標本、生検標本に対する ER, 
PgR の免疫染色標本を準備し、各医療機関の 30 名の病理医により VS 上で同一標本の

染色結果の観察・判定が開始されている。 
５）施設や地域特性に応じた VS 活用事例の集積と広報活動の実施 
第８回日本テレパソロジー・バーチャルマイクロスコピー研究会総会・バーチャルス

ライド講習会（同研究会主催）を共催し、VS やその運用を支える情報基盤、電子化病



理画像フォーマットの標準化等について、情報・意見交換を推進した。参加施設による

VS 運用の実例や問題点の呈示が行われた。 
６）VS の有効利用を推進するための地域別ワーキンググループの編成と、運用計画

立案の支援 
日本病理学会北海道支部との共同作業として、道内医療機関における病理医配置、遠

隔病理診断の実態の調査・整理を行った。病理専門医が１，２の中核都市に集中してお

り、また常勤病理医不在のがん診療連携拠点病院や、高齢化により数年後には常勤病理

医が不在となる主要な二次医療圏が複数想定される実態が明らかとなった。VS を用い

たとしても術中迅速診断を行うために新たな病理検査室の立ち上げを要する二次医療

圏、送られた VS 画像を受けて診断する施設の病理専門医の業務量確保などを含めて、

数年から１０年後を見据えた VS 診断支援網の原案を作成している。 
 

２．前年までの研究成果 
前年度までは H18－がん臨床－一般－024「遠隔診断の技術を用いたがんの病理診断

支援のあり方に関する研究」として研究を実施し、次のような成果を挙げてきた。１）

都道府県がん診療連携拠点病院の病理部門責任者や遠隔病理診断に理解の深い病理医

など４９名の参加を得て、「地域におけるバーチャルスライド・ネットワーク構築を目

指して」という課題で班会議を開催し、がん診療における病理診断支援の観点から有効

な VS の活用法に関する情報提供や意見交換を行った。VS の特性を生かした診断支援

網整備など、技術的には様々な有効活用が可能と考えられる反面、社会的・地域的な土

壌が未成熟であることなどが問題点として挙げられた。２）VS を用いた病理診断講習

会を開催した。操作性向上の必要性、ガラスとの質感の違い、施設のインターネット環

境改善などの課題が指摘されたが、教育研修手段として本形式の評価は高かった。３）

茨城県をモデルに、VS を用いた免疫染色の集約化や精度管理への応用を検討した。使

用頻度は少ないが診断上重要な補助検査を、拠点に集約して実施し、結果を拠点から

VS で依頼元施設に還元する運用方法が、業務の精度向上と効率化の手段となりうるこ

とを示した。４）中央診断やコンサルテーションを想定した専門家集団を対象とする

VS 利用のトライアルを行い、問題点の洗い出しを行った。専門医によってインターネ

ット環境の差が大きく、VS 画像フォーマットの標準化や、施設間・施設内の情報イン

フラ環境が一定の基準を満たすような技術的整備が望まれた。５）日本病理学会の協力

も得て、全国のおもな病理診断施設等における病理診断部門の IT 環境の実態について

アンケート調査を実施した。回収数 613 通（回収率は 51.6％）で、VS は 64 施設に導

入済み、そのうち 54％では業務レベルで利用されており、17％では稼動していないな

どの実態を明らかにした。 
 
３．研究成果の意義及び今後の発展性 

本研究では、これまでの研究事業で明らかになった問題点をふまえ、地域のがん診療

機関の病理医と、拠点病院や高度専門機関、専門家との連携支援網など、各レベルにお

ける運用の簡便性や実現性などを検証・開発してきている。今後も、拠点病院を核とす

る病理診断支援や、専門性の高い業務の集約化、技能水準の標準化など各地域の事情に

適合する多面的な事業が実践されることを目標に研究を行う。実際に諸々の地域や施設

が直面する社会的事情に対し、VS 活用で解決できるものを見極め、運用計画立案の支



援を行う。とくに北海道地域を対象に取り組んでいるいくつかの研究は、やがて全国レ

ベル、または他地域へ普遍化されるモデルとなる可能性を意識したものである。 
 バーチャルスライドを用いた系統的診断支援網は欧米でも例がなく、世界的に注目

される試みである。本研究によって全国のがん診療施設の病理診断を効率よく支援する

ために最適なバーチャルスライドの運用法、またこれを有効活用するための地域・施

設・臓器別専門家集団等の体制整備のあり方を示しこれを実現することができれば、全

国のがん患者が上質で標準的な診療を享受することが可能になるとともに、医療資源を

有効利用する社会的基盤の構築や人材育成にもつながるものと期待される。 
 
４．倫理面への配慮 
 本研究では診療目的で得られた標本のみを用いるため、新たに検体を採取することは

なく患者への身体的危険はない。本研究自体への参加に関する患者からのインフォーム

ド・コンセントは得ていないが、他の臨床研究との付随的共同研究として行われるもの

は当該臨床研究においてインフォームド・コンセントを得て行われる。診断、評価、解

析、発表において患者個人識別情報は完全にマスクされる。その他、臨床研究に関する

倫理指針（平成２０年厚生労働省告示第４１５号）および申請者所属機関の倫理規定を

遵守して行われる。 
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